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[0的}市町村が実施している路齢者対象の運動教援
では，継続的な参加によ与，参加者'自身が自立した生
活機能を維持するために要求される身体機能および運
動機能{体力〉の維持増進効よ裂を線認じている.文部科
学者新体力テスト (65綴~79j境対象)は，後藤チェック，
ADLスクリ…ニングを鍛えた 6項目の簡易パブオ…
γ ンス体力テストであり，金援j僚をき審議として体力を
詳{泌することができる I高齢綴における自立した生活
機能を維持するために必要な身体機能水準が務総にな
ることにより，運動教室などの身体活動の日襟を明示
することが可能となる.本研究では，決定本分析手法
である CAwrを渡期して，自立した丹常生活動作
(ADL)を維持するために:要求される体力安索と体力
水準を推定することを白的とした.
{方法;標本は.m町村が実施する運動教護に参加す

るまfu域夜桜の65議以上の男性123名，女性.119名，計272
名，年齢は71.1土4.4裁であった.討常生活動作(A1)1.) 
説eHま2{:キ法霞i答形式による逆動機能八DL15項留で
あった.体力テストは文部科学省新体力テスト 5J資伐
を含む筋力，筋力・絡持久力，柔軟性，エラ綴符.，平衡
性，全身持久)Jの8領域を総定する体力テスト 12;員百
と，歩行能力を機主主する 2壊、自の言1-14滋nであった.
決定木分析法(CART)による応F自分類二進木分析を適
潟し， ADL攻留を践的袈数体}Jテスト現段を説明
変数として，第 l説明変数の体力テスト項訟の分蚊穏
と議議を按:定したさアプリケーションソフトウ xアは，
SPSS Answer '1、reerelease 3. OJを拝11..-'¥た.
{結果}運動機能ADLの各壌留について. )遭遇惑の

向上に婆求される体力テスト項目とその分岐値が得ら
れた r休まないで， 1時間以上歩くことができるJ

者の通過惑は労組:が80%，友性が73%であった.努女
ともに第 1説明変数に 8分間歩行が選択された.努殺
では 6分部歩行が50001以上の若手の分綾部は90%.推
定誤差は20%であった.女性では 6分間歩行が500m
以上の鮮の分類準は86%，推定綴笈27%であった.新
体力テストの得点では 6 分tltj~長行500mは努 1::上では4点，
女性では5点である.下手すりや饗を使わずに，踏段を
葬ることができるj 者の述通さ容は努性が94%，女性が
8296であった e 第1説明変数は10m糠答物歩行であっ
た.勢佐;では10m!壕答物歩行8.9秒以下の分類率は98%.
縫定務遂は6%であった女性ではlOm~意書物歩行8.8
秒以下の分類E容は98%，推定談議は17%であった.
{総論]高齢者が経常生活動作(ADL)を総持するた

めに袋求される体力X意思と体力水準が推定された.推
定談義率が30%を越える日常生活動作 (̂DL)攻認が
あった.襟本数を追加し，分類二進木モデルの交接検
経分析を袋織することが残された議題である.
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